脳下垂体腺腫のMRI所見と病理組織学的所見による再増大予測因子の検討 by 伊藤 美以子
 1 
論	 文	 内	 容	 要	 旨  
論文題目  
「脳下垂体腺腫の MRI 所見と病理組織学的所見による  
	 再増大予測因子の検討」  
 
責任講座：脳神経外科学	 	 講座  
氏	 	 名：	 伊藤美以子	 	 	 	 	 	 	  











測 因 子 も 含 め た 検 討 が 必 要 で あ る 。 な お 、 過 去 の 検 討 で は MIB-1 
labeling index (LI)以外は一定の傾向が認められていない。  





	 2008 年 7 月から 2014 年 3 月までに当科で経験した下垂体腺腫の手
術症例のうち、MRI 及び病理組織像の評価が可能な 79 例を対象とし
た。T2 強調像の所見は特徴的な 4 つの傾向 (salt & pepper type、 rain 
drops type、homogeneous type、heterogeneous type)に分類し、 79
例及び残存 29 例における臨床像、MRI 所見、病理組織学的所見につ
いて検討した。  
＜結果＞  
	 T2 強調像の所見から homogeneous type は salt & pepper type・
heterogeneous type より間質量が有意に少なく、homogeneous type
は salt & pepper type より MIB-1 LI が有意に高かった。また、増大
群で MIB-1 LI が高い傾向にあり、間質量が有意に乏しかった。  
＜考察＞  






する事で T2 強調像と合わせ MRI 所見で再増大を予測できる可能性が
示唆された。  
